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1. キット内容

【キット説明】

環境核酸濃縮キットは、環境核酸の濃縮・回収を目的としたキットです。本キットは、あいち農業イノベ

ーションプロジェクト「省力で安価な環境 DNA/RNA 濃縮・検出技術の実用化と商品化」で開発され、

SGF (Suspended Glass Fiber) 法を採用することで、従来よりも簡便かつ迅速に環境核酸の濃縮・回収を実

現します。さらに、付属の簡易抽出液を用いることで、回収した SGF から簡便に核酸抽出を行うことが可能

です。

また、本キットは、環境水を対象とした「環境核酸濃縮キット SGF-water」と、土壌を対象とした「環境

核酸濃縮キット SGF-soil」の 2 種類の製品タイプがございます。サンプルに応じて適切なキットをお選びく

ださい。

環境核酸濃縮キット SGF-water

Code No. NE6931

包装単位 20 テスト用 

環境核酸濃縮キット SGF-soil 

Code No. NE6941

包装単位 20 テスト用 

構成品名 内容量 保管条件 備考

濃縮デバイス (SGF-water) 5 個 高温多湿を避けて室温 色 ：黒色 

SGF-water 600 µL × 20 本 室温 頭部ラベル ：「SGF w」(白色)

濃縮フィルター (SGF-water) 20 枚 室温 サイズ ：7 cm × 7 cm 

簡易抽出液 (ES SGF) 1.2 mL × 8 本 室温 頭部ラベル ：「ES SGF」(緑色)

取扱説明書 1 部 室温 

構成品名 内容量 保管条件 備考

濃縮デバイス (SGF-soil) 5 個 高温多湿を避けて室温 色 ：水色 

SGF-soil 1.6 mL × 20 本 室温 頭部ラベル ：「SGF s」(水色)

濃縮フィルター (SGF-soil) 20 枚 室温 サイズ ：9 cm × 9 cm 

簡易抽出液 (ES SGF) 1.2 mL × 8 本 室温 頭部ラベル ：「ES SGF」(緑色)

取扱説明書 1 部 室温 
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2. 必要な資材、機器

本キットは、マルエム社のマイティーパック (製品コード：0616-04、型番：No.1800) を採水用バッグ

として組み合わせて使用することを推奨しております。

他製品と組み合わせて使用された場合、ろ過時に水漏れなどの不具合が発生する可能性がございますので、

ご注意ください。

【環境核酸濃縮キット SGF-water】使用時

■サンプル：環境水 (約 1 L) 

■採水用バッグ (1 枚 / 1 回) 

■ろ過時に採水バッグをぶら下げるもの (ピンチ付ハンガー、ハンガーラックなど)

■ろ過後の排水を溜める容器 (深めのトレーなど。野外であれば必要ありません)

■キムタオル

■1.5 mL マイクロチューブ

■爪楊枝 

【環境核酸濃縮キット SGF-soil】使用時

■サンプル：土壌 (乾燥重量 約 1 g) 

■サンプル懸濁用の純水など (約 1 L) 

■採水用バッグ (1~2 枚 / 1 回) 

■サンプルの懸濁に使用するもの (3 L フラスコや振とう機など。採水バッグでも代用可能です) 

■ろ過時に採水バッグをぶら下げるもの (ピンチ付ハンガー、ハンガーラックなど)

■ろ過後の排水を溜める容器 (深めのトレーなど。野外であれば必要ありません)

■キムタオル

■1.5 mL マイクロチューブ

■爪楊枝 

【簡易抽出液 (ES SGF) 】使用時

■ボルテックスミキサー

■ヒートブロック (95-100℃) 

■遠心分離機 

■1.5 mL マイクロチューブ

■マイクロピペット

■ピペットチップ
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3. 環境核酸濃縮キット SGF-water 使用方法 

【簡易プロトコル】
本キットの詳細な使用方法は 5 ページ以降を参照してください。
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③ 採水バッグに SGF-water を全量添加します。

ピペットマンやその他の器具は使用せず、チューブを逆さにして直接注ぎ入れてください。

※ SGF-water がマイクロチューブ内に残った場合は、純水を 1 mL 程度マイクロチューブに添加し、

マイクロチューブ内に残った SGF とよく懸濁した後、採水バッグに全量を再度添加してください。

④ 採水バッグのふたを閉め、SGF が環境水とよく混ざるように 10 秒ほど採水バッグを激しく振ってよく

混合します。

※ 混合後、静置などは必要ありません。

⑤ ピンチ付ハンガーを用いる場合、下図のようにピンチ付ハンガーで採水バッグの底面側を挟み、採水バ

ッグを吊り下げられるようにします。

また、採水バッグを吊り下げるためのハンガーラックや、ろ過後の排水を溜めるトレーなども合わせて

準備してください。
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⑦ 採水バッグのふたを取り外し、⑥で準備した、濃縮フィルターを挟み込んだ濃縮デバイスを採水バッグ

に取り付けます。

⑧ 濃縮デバイスを取り付けた採水バッグを吊り下げ、ろ過を開始します。

※ 最初は環境水が勢いよく排出されるので注意してください。

※ ろ過が遅い場合は採水バッグにハサミで切れ込みを入れるなどして、採水バッグ内に空気を入れ

ると、ろ過が早くなる場合がございます。

※ ろ過中に採水バッグを揺すらないでください。SGF の回収効率が低下し、最終的な環境核酸の収

量の低下を招きます。

⑨ ろ過が終了したら、採水バッグから濃縮デバイスを取り外します。

※ 濃縮デバイス内に環境水が残っている場合がありますので、採水バッグから濃縮デバイスを取り外

す際には十分にご注意ください。

※ 取り外す際に濃縮デバイスの上下部品が外れないよう注意してください。また、濃縮デバイスを逆

さまにしたり、過度に傾けたりしないでください。濃縮フィルターに回収された SGF が崩れ、最終

的な環境核酸の収量が低下する可能性があります。
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4. 環境核酸濃縮キット SGF-soil 使用方法 

【簡易プロトコル】
本キットの詳細な使用方法は 12 ページ以降を参照してください。
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【詳細な使用方法】

① 土壌約 1 g (乾燥重量) と純水 1 L を懸濁用容器に入れ、懸濁します。

※ 土壌のサンプル量を 1 g より増やさないでください。ろ過時に目詰まりが生じ、ろ過時間が著しく

増加する要因となります。

【懸濁方法】

・ 例１：3 L フラスコに土壌と水を入れ、振とう機で 30 分間振とうする

・ 例２：1 L が入る容器またはマルエム社の採水バッグに土壌と水を入れ、1 分間激しく振って懸濁

② 10 分以上静置します。

※ 静置時間が短いとろ過時に目詰まりが生じ、ろ過時間が著しく増加する要因となります。

※ サンプルの状態に合わせて、静置時間を延長してください。

③ 上清を回収し、新しい採水バッグに入れます。

④ 以降の操作は、＜環境核酸濃縮キット SGF-water 使用方法＞の②の工程 (5 ページ目) から同様に行

ってください。

ただし、濃縮デバイス、SGF-soil、濃縮フィルターについては【環境核酸濃縮キット SGF-water】と

の併用はできません。

必ず【環境核酸濃縮キット SGF-soil】に付属している、濃縮デバイス (SGF-soil)、SGF-soil、濃縮フ

ィルター (SGF-soil) を使用してください。
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5. 簡易核酸抽出 

回収した SGF から簡易抽出サンプルを調製します。

① 回収した SGF に 100~400 µL の簡易抽出液 (ES SGF) を添加します。

② ボルテックスで 10 秒間撹拌します。

③ 95℃で 10 分間加温します。

④ 遠心 (20,000×g、5 分間) 後、核酸溶液 (上清) を回収します。

⑤ 各反応系に供試します。

※ 25 µL の LAMP 反応系に対し 2~5 µL を使用します。
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● 記載内容や製品仕様、価格に関しては予告なく変更する場合があります。

● 本取扱説明書の記載内容は 2026 年 2 月現在のものです。最新の取扱説明書は株式会社ニッポンジーン

ホームページまたは、ニッポンジーン EC サイトからダウンロードしてください。

● 「ニッポンジーン」および「NIPPON GENE」は、株式会社ニッポンジーンの日本における登録商標です。

● その他、製品名等の固有名詞は各社の商標あるいは登録商標です。

● 本製品は、あいち農業イノベーションプロジェクト「省力で安価な環境 DNA/RNA 濃縮・検出技術の実

用化と商品化」の成果によるものです。

● SGF 法は愛知県が特許を保有しています。(「検体中の核酸を回収する方法」(特許第 7428326 号)) 

● 本製品は、愛知県が所有する特許のライセンスを受けて製造販売しています。

● 記載内容および写真の複製、転載を禁止します。

本品に関するお問い合わせ先 

株式会社ニッポンジーン

TEL 076-451-6548 

URL https://nippongene-analysis.com 

お問い合わせは、お電話もしくは WEB フォームより

承っております。
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